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S H IZ U lI R O  N I I H I R A  
は じ め に
大 阪 市 の 保 健 所 で 発 達 相 談 (二 次 健 診 ) が 開 設 さ れ て
6 年 が 経 過 し た 。 内 容 ， 実 施 要 項 な ど は 開 設 時 点 で 検 討
さ れ て い る が り ， そ の 評 価 に つ い て は 筆 者 の 前 稿 叫 を 除
い て 現 時 点 で は 報 告 さ れ て い な い 。 こ れ は 大 阪 市 が よ り
大 き な 老 人 問 題 を 抱 え て い る 点 と ， 乳 幼 児 保 健 が 重 要 視
さ れ て い た 時 代 に 検 討 さ れ た 乳 幼 児 保 健 は ， む し ろ 完 成
さ れ た シ ス テ ム と 考 え ら れ て い た た め で あ ろ う 3 ) 。 社 会
の 環 境 が 変 化 し ， 例 え ば ， 少 子 化 ， 骸 家 族 化 ， 情 報 化 社
会 ， 榔 「 行 化 ， 市 街 化 へ と 変 わ り つ つ あ る 的。 母 チ 保 健 に
対 す る 新 し い 動 き の 中 町 ' 健 診 の シ ス テ ム だ け で な く
内 容 ， 人 な ど の 質 の 問 題 ， 経 過 観 察 の 怠 義 に つ い て の 再
評 価 な ど ， こ れ か ら の 保 健 所 の あ り 方 を め ぐ っ て 討 議 さ
れ る 機 運 の 中 で は ， 取 り 残 さ れ て い る の で は な い だ ろ う
か 。 そ の よ う な 現 状 で あ る が ， 筆 者 な り に 大 阪 市 の 保 健
所 で の 健 診 を 巡 っ て 問 題 点 を 提 起 し た t 一目。 健 診 に 対 す
る 考 え 発 達 相 談 の あ り 方 な ど 前 稿 を 参 照 頂 き た い 。 現 在 ，
そ れ に 蕊 づ き 様 々 な 函 で 実 践 を 試 み て い る 。 研 究 せ ? と し
て の 立 場 ， 行 政 と し て の 立 場 の 狭 間 で い か に 住 氏 へ の サ ー
ビ ス 向 上 を 行 え る か に つ い て の 課 題 を 筆 者 は 考 え て い る 。
さ て ， 本 稿 で は 小 児 科 医 と し て 言 語 の 発 達 に つ い て の
検 討 を 行 っ た 。 言 語 発 達 に つ い て は 心 想 の 問 題 と し て 扱
わ れ る が ， そ れ だ け で は な い 。 む し ろ ， 流 れ の あ る 健 診
の 中 で の 位 置 づ け に つ い て ， 全 体 と の 関 わ り ， 集 団 健 診
の 意 義 を 含 め て 筆 者 は 報 告 を 行 っ て い る "。 も ち ろ ん ，
言 語 発 達 に つ い て の 事 後 指 導 の 問 題 点 を 指 摘 し ， 筆 者 ら
の グ ル ー プ は ， 規 子 教 室 の 運 営 を 研 究 施 設 ， 保 健 所 で 実
殴 し た 6 叫。 さ ら に ， 7 ヶ 月 ， 1 : 才 半 で の 親 子 ， 仲 間 関
係 の 重 要 性 を 指 摘 し 報 告 し て い る 引。 そ の 中 で ， 1 才 半
健 診 で の 言 語 発 達 の 問 題 は 単 な る 精 神 発 途 上 の 問 題 で な
く ， 環 境 的 要 因 ， 個 人 差 が 関 連 す る 事 を 指 摘 し た 。 さ ら
に ， ス ク リ ー ニ ン グ と そ の 事 後 指 導 と し て 始 め た 研 究 で
あ る が ， 言 語 発 達 の 課 題 は 児 自 身 だ け で な く ， 社 会 に 生
き る 人 間 そ の も の の 問 題 で あ る と 主 張 し て き た 。
今 回 は 前 稿 に 引 続 き ， 発 達 相 談 で 言 語 指 導 ・ 相 談 を 担
当 し ， 定 着 し た 頃 の 対 象 と な っ た 児 を 評 価 ・ 分 析 す る こ
と で ， 上 記 の 意 義 に つ い て ， さ ら に 考 察 を 試 み た 。
研 究 目 的
l 才 半 健 診 で は 言 語 発 達 に つ い て の 厳 初 の 評 価 を 行 う 。
大 阪 市 で は ， そ の 後 ， 経 過 観 察 ， 指 導 相 談 の 場 と し て 発
i童 相 談 ( フ ォ ロ ー 健 診 ) を 開 設 し て い る ト ・3 。 そ こ で .
l 才 半 鍵 診 後 の 言 葉 の 発 達 に つ い て の 経 過 観 察 と そ の 内
容 ， 及 び ， 3 才 児 健 診 で の 評 価 を も と に 分 析 ， 検 討 を し
た 。 特 に ， 大 阪 市 阿 倍 野 保 健 所 で の 前 報 告 " に 引 続 き ，
そ の 後 の 2 年 に わ た り 分 析 を 行 っ た 。 な お ， 筆 者 は 医 師
と し て 保 健 婦 と 協 力 し て 言 語 発 達 に 取 り 組 ん で い る 。 心
理 的 な 洞 察 よ り ， 保 健 的 な 観 点 で 分 析 し た 。
研 究 対 象
調 査 研 究 の 現 時 点 で ， 母 子 管 理 京 ー が 大 阪 市 阿 倍 野 保 健
所 に あ る ， 昭 和 59年 生 ま れ の 児 945 人 と 昭 和 60年 生 ま れ
の 児 932 人 を 対 象 に し た 。 転 入 児 ， 未 来 所 児 に つ い て も
可 能 な 範 囲 で 調 べ た 。 転 出 児 の 場 合 に は ， 管 理 菜 は 他 区
保 健 所 に 転 送 さ れ た り し て い る の で ， 対 象 に は し な か っ
た 。 そ の た め に ， 健 診 終 了 時 点 で の 保 健 所 の 事 業 報 告 と
数 字 が 異 な っ て い る 。 今 回 は そ の 分 の 評 価 を 行 っ て い な
い 。 調 査 時 点 で ， 既 に 1 才 半 健 診 ， 3 才 児 健 診 ， そ の 後
の フ ォ ロ ー を 終 了 し て い る 。
研 究 方 法
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母 子 管 理 票 ， 健 診 票 ( 問 診 ， ア ン ケ ー ト ， 診 察 所 見 を
含 む ) に 記 載 し て い る 内 容 に つ い て 分 析 を 行 っ た 。 評 価
に つ い て は ， そ れ ぞ れ の 健 診 時 点 、 で 行 な わ れ た 評 価 で な
く ， 記 載 内 容 か ら 筆 者 が 今 回 分 析 に 際 し ， 新 規 に 行 っ た 。
そ の た め に 精 密 検 査 対 象 で も 精 神 発 達 に 関 速 し 江 い も の
の 評 価 は 除 い た 。 助 言 指 導 に つ い て も 記 載 内 容 を 取 捨 選
択 し て い る ( で き る だ け 必 要 な 情 報 は 抜 き だ し た ) 。
分 析 の 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。
1. 1 才 半 健 診 の 来 所 の 有 無 と 健 診 担 当 医
発 達 相 談 医 が 担 当 す る 場 合 に は ， 言 語 発 達 に 関 す る
指 導 を 同 時 に 行 っ て い る 。
2 .  1 才 半 健 診 で の 発 語 数 と 発 語 内 容
問 診 票 に は 発 語 内 容 を 記 載 し て お り ， 3 語 以 下 の 場
合 に は 保 健 婦 が 問 診 で 確 認 し て い る 。 基 準 と な っ た 3
語 に つ い て は ， 前 稿 2 ) の 検 討 に よ る 。
3. 1 才 半 健 診 の 問 診 票 ( 言 語 欄 ， 発 達 欄 )
問 診 票 に は ， 5 つ の 領 域 ( 粗 大 運 動 ， 微 細 運 動 ， 社
会 ， 発 達 ， 言 語 ) に 分 け て い る が ， 発 達 ， 言 語 の 項 目
を 参 考 に し た 。
4. 転 入 ， 未 来 所 に つ い て
同 一 保 健 所 だ と サ ー ビ ス が 住 民 に 理 解 さ れ て い る が ，
転 入 の 場 合 に は 利 用 さ れ な い 場 合 も 多 い 。 ま た ， 問 題
を 転 入 面 接 で 把 握 し た ケ ー ス も あ る 。 未 来 所 に つ い て
は ， 可 能 な 限 り 未 来 所 の 理 由 を 調 べ て い る 。
5. 発 達 相 談 の 来 所 と 内 容
発 達 相 談 で は ， 言 語 指 導 と 発 達 の 経 過 を 見 て い る の
で ， 内 容 に つ い て 調 べ た 。 特 に ， 2 語 文 ， 仲 間 関 係 を
重 視 し た 。 仲 間 関 係 が な く 言 語 発 達 の 遅 い 子 供 に つ い
て は ， 大 学 で 開 催 し て い る 親 子 教 室 に 勧 誘 し て い る 。
6. 3 才 児 健 診 の 来 所 と 判 定
3 才 児 健 診 で は ， 問 診 ， 診 察 で 評 価 が 行 わ れ て い る 。
阿 倍 野 は 独 自 の 方 法 で 精 神 科 医 が 行 っ て い る の で ， 他
の 保 健 所 で 参 考 に す る 問 診 票 で 今 回 ， 再 評 価 し て い る 。
ま た ， 後 送 機 関 な ど へ の 紹 介 な ど 結 果 が 分 か っ て い る
も の は 調 査 し た 。
7 .  3 才 児 健 診 後 の 経 過 観 察 ( 幼 児 精 神 衛 生 相 談 )
精 神 科 医 に よ る 経 過 観 察 が 行 わ れ て い る が ， 内 容 に
は 触 れ ず ， 相 談 の 理 由 ， 来 所 の 有 無 の み を 調 査 し た 。
こ こ で ， 1 才 半 健 診 後 の 発 達 相 談 ( 言 語 発 達 に 関 し て
の 経 過 観 察 ) に つ い て 触 れ て お く 。 前 稿 2 ) 以 前 の 報 告
で 示 し た よ う に ， 発 語 数 3 以 下 で 発 達 相 談 の 勧 奨 を 全 員
に 行 っ て い る 。 当 然 ， 母 親 の 心 配 の 有 無 ， 診 察 時 の 様 子 ，
他 の 問 診 な ど を 参 考 に し て お り ， 発 語 数 以 外 の 要 因 で も
行 う 。 こ れ は ， 次 回 の 健 診 が l 年 半 も 開 く こ と か ら ， 縦
断 的 な 健 診 の 機 会 を 提 供 す る と い う 説 明 で ， 1 才 半 健 診
(  2  )  
で は 診 断 せ ず に 勧 奨 し て い る 。 年 々 定 着 し て お り ， そ の
よ う な シ ス テ ム は 住 民 に 受 け 入 れ ら れ て い る 。 ま た ， 単
に 保 健 所 側 の 経 過 観 察 で な く ， 住 民 に と っ て も 何 ら か の
メ リ ッ ト が あ る よ う に 考 え て い る 。 も ち ろ ん . 保 健 所 で
は 単 な る 診 察 だ け で な く ， 指 導 を 健 診 担 当 医 が 行 っ て お
り ， パ ン フ v ッ ト も 作 成 し て い る 。 ま た ， 既 に 報 告 し て
い る よ う に ， 本 大 学 の 付 属 施 設 で あ る 家 庭 児 童 相 談 所 で
の 親 子 教 室 を 昭 和 60年 か ら 開 催 し ， 健 診 担 当 医 が ス タ ッ
フ に 入 っ て い る ト 円。 さ ら に は ， も っ と 利 用 し や す い も
の と し て ， 保 健 所 で の 親 子 教 室 も 開 催 し た 的 。
研 究 結 果
(1) 1 才 半 健 診 の 来 所 率 と 未 来 所 率
今 回 の 分 析 の 対 象 と な っ た 児 の 月 別 の 総 数 と 転 入 ， 未
来 所 数 を 表 1a ( 昭 和 59年 生 ま れ の 児 ) ， 表 lb ( 昭 和 60年
生 ま れ の 児 ) で 示 し た 。 1 才 半 健 診 以 降 に 約 1 0 %弱 の 転
入 児 が あ り ， 都 会 型 の 保 健 所 の 抱 え る 特 徴 と 言 え よ う 。
昭 和 59年 は 未 来 所 数 日 人 ， 昭 和 60年 は 未 来 所 数 54人 で ，
あ り ， 対 象 数 か ら 見 る と そ れ ぞ れ ， 92 .7 % ，  93.3% の 来
所 率 で あ っ た 。 こ れ は ， 大 阪 市 で は 高 い 率 で あ る 。 こ こ
で 注 目 し た い の は 1 才 半 健 診 の 発 達 相 談 対 象 児 以 外 で
あ っ て も ， 3 才 時 点 で の 経 過 観 察 対 象 児 が あ る 点 、 で あ る 。
そ の 内 容 に つ い て は ， 後 述 す る 。
未 来 所 の 理 由 に つ い て は 表 2 で 示 し た 。 昭 和 59年 生 ま
れ の 児 の 埋 由 は 不 明 な も の が 多 い が ， 特 に ， 昭 和 60生 ま
れ の 児 に つ い て は ， お お よ そ 把 握 で き て い る 。 内 容 は 母
親 の 就 労 が 多 い ( 表 3 ) 。 医 療 関 係 者 で 未 来 所 が 多 い 。
前 稿 1 ) で 報 告 し た よ う に ， 3 ヶ 月 健 診 未 来 所 の 理 由 で は
他 の 医 療 機 関 利 用 が 多 い が ， 1 才 半 健 診 で は ， 歯 の 健 診 ，
言 語 発 達 な ど を 行 う の で ， 医 療 機 関 の 利 用 者 も 保 健 所 の
利 用 が 多 く な る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 疾 病 を 既 に 持 っ て
い る 場 合 に は (表 3 ) ， 保 健 所 を 利 用 す る ケ ー ス が 少 な
い 。 こ れ は ， 保 健 所 が ス ク リ ー ニ ン グ す る 場 所 だ か ら ，
既 に 障 害 が 分 か っ て い る 場 合 に は ， 意 味 を な さ な い と い
う 考 え が 多 い た め で あ ろ う 。 実 際 に は ， 保 健 婦 に よ る 訪
問 な ど の 援 助 を 保 健 所 と し て は 行 っ て い る 。 医 師 と し て
も 疾 病 相 談 が 可 能 で あ り ， 筆 者 な ど 後 送 機 関 に 従 事 す る
人 聞 は ， 場 所 が 違 う だ け で 可 能 で あ る 。 そ こ で ， 現 在 は
積 極 的 に 行 っ て い る が ， 発 達 相 談 開 設 後 3 年 間 で は ま だ
利 用 さ れ て い な い 。
(2 )  1 才 半 健 診 で の 言 語 発 達 に 関 す る 判 定
l 才 半 健 診 で 発 語 数 3 以 下 で 追 跡 観 察 の 対 象 と な っ た
児 と 対 象 と な ら な か っ た 児 ( い わ ゆ る も れ ) の 数 を 表
la ，  1b に 示 し て い る 。 全 体 で 約 5 % が 対 象 と な っ て い
る 。 発 達 相 談 で の 言 語 指 導 が 定 着 し て か ら は ， も れ は 少
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表 1 a. 言 語 発 達 ( 精 神 発 達 ) 商 か ら み た l 才 半 と 3 才 児 健 診 の 判 定 と 予 後 一 昭 和 59年 生 ま れ の 児
l 才 半 健 診 非 対 象 児 発 語 数 4 語 以 上 で 、 発 達 相 談 の 対 象 で な い 児
対 象 児 発 語 数 3 語 以 下 で 、 発 達 相 談 に 勧 奨 し た 児
も れ 発 語 数 3 語 以 下 だ が 、 発 達 相 談 に 勧 奨 し て い な い
N  発 達 相 談 担 当 医 が l 才 半 健 診 を 行 っ た 児
E  発 達 相 談 但 当 医 以 外 が 、 l 才 半 健 診 を 行 っ た 児
転 l 才 半 健 診 に 転 入 し た 児
未 1 才 半 健 診 未 来 所 の 児
3 才 健 診 正 常 簡 易 テ ス ト 、 問 診 、 診 察 と も に 正 常 と 判 定 し た 児
要 経 過 簡 易 テ ス ト 、 診 察 で は 正 常 だ が 、 問 診 で × が 多 い 、
あ る い は 、 保 健 婦 で 指 導 し た 児
幼 対 象 幼 児 精 神 衛 生 相 談 の 対 象 児 で 、 来 所 し た 児
幼 未 来 幼 児 精 神 衛 生 相 談 の 対 象 児 だ が 、 未 来 所 の 児
1 6 - 1 才 半 健 診 で 、 発 達 相 談 の 対 象 と な っ て い な い 児
16 +  1 才 半 健 診 で 、 発 達 相 談 の 対 象 と な っ た 児
対 象 l 才 半 健 診 3 才 児 健 診
総 数
非 対 象 児
対 象 児 も れ
正
要 経 過 幼 対 象
N  E 転 米 N E  N  E  
常
16 - 1 6 +  16 - 16 +  
l 月 66 17 27 
9  
4  5  I  51 2  
2 月 70 15 36 1  3  
2  
2  I  55 
5  
3 月 63 
17 24 
9  
7  
2  2  I  49 3  
1  
4 月 69 13 34 11 
3  
4  2  54 4  2  
5 月
99 21 52 13 
5  3  2  1 80 3  
6 月 67 17 32 8  6  3  64 3  
7 月 99 17 47 16 
7  
6  3  1  I  87 
2  
4  
8 月 112 16 67 
9  8  
7  
4  I  90 
2  2  
3  
9 月 86 21 38 17 2  6  77 4  2  3  
10月 79 17 37 14 5  
4  
l  1  I  67 4  
1 月
67 
9  41 9  2  
4  
1  I  57
4  
12 月
68 I  18 27 11 
7  2  1  1  I  52 
6  
3  
一
幼 未 来
16 - 1 6十
2  1  
2  
2  
1  
な く な っ て き て い る 。 こ れ は ， 健 診 時 に 問 診 で 疑 わ し い 診 担 当 医 は 3 人 で あ り ， 人 数 的 に 余 裕 が あ る の で ( 実 際
場 合 に は 発 達 相 談 担 当 医 へ 回 す 工 夫 と 他 の 担 当 医 へ の 指 に は 転 出 児 も あ る が ) ， 1 才 半 健 診 で も 発 達 相 談 医 が 担
導 を 行 っ た た め と 考 え て い る 。 も れ は ， 本 来 の 対 象 児 の 当 の 場 合 に は ， 同 様 の 指 導 を 時 閣 を か け て 行 っ て お り，
内 ， 数 % で あ る 。 多 く は ， 保 健 婦 の 問 診 ， 指 導 の 場 面 で 次 回 の 発 達 相 談 へ の 動 機 付 け を 行 っ て い る 。 発 達 相 談 開
も 問 題 と さ れ な か っ た ケ ー ス で あ り ， 保 健 所 の 健 診 ス タ ッ 設 の 録 初 の 年 は 対 象 が 34人 で 来 所 率 は 7 1 % で あ っ た が ，
フ の 中 で も ， 発 達 相 談 で 言 語 棺 談 が で き る と い う の が 定 今 回 ， 昭 和 59年 対 象 49人 で 7 4 % ， 昭 和 60年 は 対 象 63 人 で
着 し た と 考 え ら れ る 。 な お ， 先 の 報 告 で ， 対 象 外 の 中 で 8 1 % の 来 所 率 と 向 上 し て い る 。 現 在 は 健 診 担 当 医 は 少 な
そ の 後 に 問 題 を 残 し た 例 を 報 告 し た が ， 後 で 述 べ る よ う く な り ， 一 次 健 診 で 無 理 が か か り ， 動 機 付 け は 弱 く な っ
に ， そ の よ う な 例 は 今 回 は 幸 い に な か っ た 。 3 語 で の ス て き て い る 。 こ れ に つ い て は ， 今 後 順 次 報 告 予 定 で あ る
ク リ ー ニ ン グ で 偽 陰 性 は 少 な い と 考 え ら れ る 。 が ， 子 ど も が 少 な く な っ た と は い え ， 質 を 問 う ま え に 数
次 に ， 健 診 担 当 医 別 に 表 に 示 し て い る 。 両 年 と も に 健 で し か 判 断 で き な い 行 政 的 な 考 え で 健 診 を 行 う こ と に は
( 3 )  
人 間 福 祉 学
- 2 3 4 -
一 昭 和 60年 生 ま れ の 児
表 1 b. 言 語 語 発 達 〈 精 神 発 達 ) 箇 か ら み た l 才 半 と 3 才 児 健 診 の 判 定 と 予 後
表 の 語 句 の 説 明 は 、 表 1 a と 同 様
対 象 1 才 半 健 診
3 才 児 健 診
総 数
非 対 象 児 対 象 児 も れ
正 要 経 過
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幼 未 来
N  E 転 朱 N E  N  E  
常
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9  
2  
5  
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2  1  
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27 30 8  
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4  2  
6 月 59 9  34 
5  3  5  
2  
54 5  3  2  l  
7 月 73 15 35 14 2  4  1  1  I  52 
3  2  
8 月 87 24 41 9  9  3  1  I  72
5  
1  l  
9 月 90 
27 37 
8  8  
5  
3  59 
7  
3  2  2  
10月
81 31 30 10 
3  5  1  1 64 6  
1 月 61 18 27 7  
5  2  1  1 43 
5  2  
l  
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2  
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母 仕 事 あ り
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表 3. 健 診 に 未 来 所 理 由 と な る 母 の 仕 事 と 疾 患 病 の 内 訳
母 の 仕 事 の 内 訳 疾 病
看 護 婦 6  脳 性 蘇 簿
薬 剤 師 l  心 臓
教 師 5  水 頭 症
保 母 2  運 動 発 達
そ の 他 16 日直 吐
哨 息
ダ ウ ン 症
内 反 足
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新ミT~ :発 達 相 談 ( 精 神 発 透 )
- 2 3 5 一
異 議 を 唱 え た い 。 現 在 の 社 会 に 必 要 な も の が ， 過 去 の も
の と 異 な る の に 問 じ 考 え で は ， 時 代 ， 住 民 の 要 求 に そ ぐ
わ な い と 考 え る 。
(3 )  1 才 半 健 鯵 後 の 発 達 相 談 の 経 過 と 内 容
1 : 才 半 健 診 後 の 発 達 相 談 で の 経 過 に つ い て 表 4 a (昭
和 59年 生 )， 表 的 ( 昭 和 ω年 生 ) で 各 例 を 示 し た 。 あ る
程 度 社 会 活 動 が 可 能 な 二 語 文 の 表 出 を も っ て ， 終 了 と し
て い る が ， 一 部 ， 単 語 の 増 加 で 終 了 し た 例 も あ る 。 昭 和
59年 で は ， 1 名 の 未 来 所 ， 9~Jの中断例があった(対象
総 数 49名 ) 。 昭 和 60年 で は ， 10例 の 未 来 所 ，ll~Jの中断
例 で あ っ た ( 対 象 総 数 63名 )。 い く つ か は ケ ー ス と し て
紹 介 す る が ， 未 来 所 ， 中 断 の 伊 lで ， そ の 後 の 予 後 は 必 ず
し も 悪 く な る も の ば か り で な い が ， 親 子 教 室 へ の 勧 奨 を
断 わ っ た り ， 3 才 児 健 診 以 降 の 経 過 観 察 を 断 わ っ た り す
る 例 が あ る 。 一 度 で も チ ャ ン ス を 与 え ら れ た 鍵 診 担 当 者
と し て は ， 利 用 者 へ の 意 義 付 け と サ ー ビ ス に つ い て ， よ
り 一 層 の 切 礎 琢 磨 が 必 要 と 実 感 し て い る 。 も ち ろ ん ， 健
診 に く る こ と ， 後 送 機 関 に 行 く こ と が 最 善 と 考 え な い が ，
社 会 に 生 き る 一 員 と し て 見 る と ， う ま く フ ォ ロ ー で き な
い 場 合 に は ， 問 題 を 残 す こ と を 経 験 し て い る 。 こ れ に つ
い て も ， ケ ー ス で 紹 介 を す る 。
な お ， 精 神 発 途 上 問 題 と な る 精 神 発 達 遅 滞 と 診 断 さ れ
た 児 に つ い て は ， 詳 細 に 述 べ る が ， 転 入 児 ， 未 来 所 児 を
除 き ， 2 年 と も l 才 半 健 診 以 降 の 経 過 観 察 対 象 児 が 含 ま
れ て お り ， い わ ゆ る 見 逃 し 例 は 無 か っ た と 考 え ら れ る 。
も ち ろ ん ， む し ろ ， 何 ら か の 援 助 が 出 来 た か ど う か を 問
う べ き で あ る の は い う ま で も な L 、。
(4 )  3 才 児 健 診 の 判 定
3 才 児 健 診 で 経 過 観 察 の 対 象 の 有 無 に つ い て の 総 数 は
表 la ， lb で 示 し た 。 3 才 時 点 で は じ め て 問 題 を 指 嫡 さ
れ た 児 も 多 L、 。 先 に 述 べ た よ う に 1 才 半 健 診 で 発 語 数
3 語 以 下 の 基 準 は ， む し ろ 偽 陽 性 も か な り あ る 。 そ こ で .
発 達 相 談 を 二 次 健 診 の み ， あ る い は ， 精 密 健 診 ， 経 過 観
察 (健 診 ス タ ッ フ に と っ て ) の み に 捉 え ら れ な い よ う な
工 夫 を 行 っ て い る 。 縦 断 的 に 子 供 を 見 て い く 定 期 健 診 の
機 会 を 多 く 与 え ら れ た と い う イ メ ー ジ 作 り を 行 っ て い る 。
逆 に ， 1 才 半 で は 問 題 の な い 児 で あ っ て も 成 長 と 共 に 嫌 々
な 相 談 を 行 っ て い く 必 要 が あ る こ と が 示 さ れ た 。 健 診 で .
問 題 を チ ェ ッ ク す る と い う 発 想 で な く ， 考 え る 機 会 を 提
供 す る と い う 発 想 が 必 要 で あ り ， 時 期 に 応 じ て 内 容 を 準
備 す る 必 要 が あ る 。 特 に ， 言 語 発 達 が 個 人 か ら 親 子 の 関
わ り と し て 重 視 さ れ る の が 1 : 才 半 健 診 と 考 え る と ， 3 才
児 健 診 で は 社 会 性 の 問 題 を 多 〈 含 ん で い る 。
つ ま り ， 精 神 発 達 ， 情 緒 ， 社 会 面 の 発 達 を 考 え る と ，
現 在 の 公 的 な 法 律 に 基 づ ‘ く 健 診 は ， ま だ ま だ 回 数 が 少 な
( 5 )  
い の で は な い か と 恩 わ れ る 。 こ れ は 3 ヶ 月 健 診 以 降 の 歩
行 に 至 る ま で の 乳 児 健 診 が 少 な い 点 で も 同 じ で あ る 。
(5)  3 才 児 健 訟 後 の 経 過 観 察 (幼 児 精 神 相 談 ) の 内 容
3 才 児 健 診 で の 判 定 の 内 容 に つ い て は 表 4 a ， 4 b に 示
し た 。 i 才 半 健 診 で 経 過 観 察 と な っ た 児 の 多 く は . 精 神
発 達 遅 延 な ど の 問 題 を 示 す こ と が あ る が 1 才 半 健 診 で
は 特 に 指 摘 さ れ て い な い 児 の 中 に は ， 精 神 発 達 遅 滞 な ど
の 問 題 も な く ， 3 才 に な っ て . 構 音 ， 情 緒 面 ， 社 会 面 ，
言 語 の 遅 れ な ど を 指 摘 さ れ て い る 児 が 多 い 。 多 く の 児 で
は 一 度 の 経 過 観 察 で 終 了 し て い る 。 内 容 別 の 総 数 と 1 才
半 健 診 と の 関 係 に つ い て は 表 5 で 示 し た 。 先 に 述 べ た よ
う に l 才 半 健 診 の 評 価 と は 関 係 な い 内 容 が 多 い 。 特 に ，
3 才 児 特 有 の 問 題 と な る 社 会 性 ， 情 緒 の 函 で は い え よ う 。
3 ヶ 月 時 点 で 運 動 発 達 1 才 半 で 言 語 発 達 と チ ェ ッ ク す
る 内 容 が 異 な る 。 い わ ゆ る 中 山 ら の い う ，) キ ー エ ー ジ
で あ る 。 筆 者 は ， 現 在 3 才 児 健 診 を 行 っ て い な く . い わ
ゆ る 社 会 商 の 問 題 ， 心 身 症 的 な 問 題 に つ い て は ， 今 後 の
課 題 と 考 え て い る 。 l 才 半 健 診 で 経 過 観 察 を 行 っ て い る
児 も 厳 初 は ， ま た 呼 ば れ る . 問 題 が あ る な ど と ， 一 見 マ
イ ナ ス の イ メ ー ジ を 持 た れ や す い が ， そ の 後 は 情 緒 ・ 社
会 面 で 問 題 を 残 さ な い 例 を 経 験 し て お り ， い わ ゆ る 予 防
的 な 配 慮 が 乳 児 期 に 可 能 で は な い か と 考 え ， 今 後 の 研 究
課 題 と し て 調 査 を 開 始 し て い る 。
(6 )  保 健 所 で 把 握 し て い る 児 の 診 断
3 才 児 健 診 後 の フ ォ ロ ー も 終 了 し た 時 点 (約 4 か ら 5
才 ) で の 最 終 的 に 把 綴 し て い る 内 容 に つ い て 表 6 に 示 し
た 。 未 来 所 に つ い て は ， 他 の 医 療 機 関 で 但 録 さ れ て い る
掛 合 に は 問 題 が 無 い と さ れ る が ， こ れ に つ い て は こ れ か
ら の 保 健 所 の あ り 方 を め ぐ っ て 十 分 考 察 し た い 。
転 入 児 の 場 合 に は 問 題 を 抱 え て い る 児 が 多 く ， 都 会 型
の 保 健 所 で は ， 転 入 ・ 転 出 に よ る サ ー ビ ス 低 下 を 来 さ な
い よ う な 配 慮 が 必 要 で あ る 。 阿 倍 野 保 健 所 の 場 合 に は .
保 健 婦 に よ る 転 入 時 の 問 診 を 十 分 行 っ て お り， ほ ぼ 把 握
で き て い る と 考 え て い る 。 現 実 に は ， 住 地 援 に よ り 健 診 ，
保 健 所 の サ ー ビ ス が 異 な る 。 政 令 都 市 の 場 合 に は l 才 半
か ら 3 才 ま で 同 じ 場 所 で 行 え る が ， そ れ 以 外 で は ， 都 道
府 県 と 市 町 村 の 狭 間 に は い る 。 ま た ， 近 隣 に あ る 大 学 病
院 な ど の 大 き な 後 送 病 院 と 鍵 棋 の あ る 保 健 所 と そ う で な
い 保 健 所 に よ っ て 同 じ シ ス テ ム で あ っ て も 異 な る 。 提 供
者 側 の 問 題 だ け で な く ， 保 健 所 の カ ラ ー ， 住 民 の カ ラ ー
に よ っ て も 異 な り ， 若 干 問 題 提 起 し た よ う に 健 診 を 担 当
し て い る 個 人 に よ っ て も 異 な る 。 全 く 同 じ サ ー ビ ス は 不
可 能 で あ り ， 必 ず し も 必 要 で な い が ， 何 ら か の 方 策 を 考
え る 必 要 の あ る こ と を 示 唆 す る 結 果 で あ る 。 医 療 機 関 は
住 地 域 に 関 わ ら ず 選 択 で き る が ， 保 健 機 関 は 選 択 が 出 来
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表 4 a. 発 達 相 談 の 経 過 の 内 容 と 幼 児 精 神 衛 生 相 談 の 紹 介 理 由 一 昭 和 59年 生 ま れ の 児
2  
3  
4  
5  
6  
7  
8  
9  
10 
1  
12 
発 達 相 談 右 か ら 、 発 達 相 談 担 当 医 、 I 才 半 健 診 担 当
左 か ら 、 発 達 相 談 担 当 医 以 外 が l 才 半 健 診 担 当
O  発 達 相 談 所 、 2 語 文 ま で 経 過 観 察
O '  1 1  単 語 の 増 加 で 終 了
・ 発 達 相 談 中 断 例
口 大 学 の 親 子 教 室 来 所
ム そ の 他
×  発 達 相 談 未 来 所
。事 3 才 児 健 診 で 幼 児 精 神 衛 生 対 象 児 、 来 所
.0  1 1  未 来 所
・ 大 学 の 親 子 教 室 勧 奨 し た が 、 利 用 せ ず
M R精 神 発 達 遅 滞 、 C P脳 性 麻 簿 、 M D運 動 発 達 遅 延 、 P A 片 麻 簿
D I各 種 の 疾 患 ( 心 臓 病 な ど )
幼 児 精 神 衛 生 ① 言 語 遅 延 ② 精 神 発 達 遅 延 ③ 情 緒 の 問 題 ④ 多 動
⑤ 人 見 知 り ⑥ 発 音 、 構 音 障 害 ⑦ 吃 音 ⑧ 親 子 関 係
⑨ 場 面 、 社 会 面 ⑩ M B D  ⑪ 自 閉 症
1 6 - 1 才 半 健 診 後 の 発 達 相 談 の 対 象 と な っ て い な い 児
16 +  1 才 半 健 診 後 の 発 達 相 談 対 象 児
発 達 相 談 対 象 児 そ の 他 の 例
幼 児 精 神 衛 生 相 談
左 か ら N
[  ] 未 来 所
来 所
右 か ら E {  } 転 入 16 -
16 +  
•  0 日 傘
o  X  
[M A 、 C P ] { M R }  ① ⑥  
~ 
。' 0 、
{ P A }  
①  
×  
[ D I] 
0 ・ 口 日 $
[DI] { M R }  
③ ⑥  ①  
X  0  O '  
[ M D ]  { C P }  
⑨  
. ' 0  [ム ] M R
[ D l] 
①  
o  0  0" X  0  0  
[ C P ]  { P A }  
① ① ⑤ ⑨ ②  
X  O ' x  
X  0  X  0  [ D I] [D I ]  
① ⑥ ⑥  
o  0'-.取 o 0  
[ M R、 M R ]
⑨ ⑨  ( Q ⑥ ⑦  
. • .  . 。
×  
…  
•  0 0  * X  
…  
×  
×  
X .  
④ ⑧ ⑪  ③  
未 来 所
16 - 1 6 +  
① ⑤ ①  
①  
⑥  
⑥  ③  
① ⑥  
⑤ ⑥ ⑧  
⑥  
⑧  ①  
⑤  
な い の が 現 状 で あ る 。 の 減 少 に 関 わ ら ず 増 加 傾 向 を 示 す 。 こ れ は 保 健 所 と し て
(7) 精 神 発 達 遅 滞 と 診 断 さ れ た 児 の 保 健 所 と の 関 わ り 言 語 の 問 題 を シ ス テ ム 的 に 取 り 組 ん だ 結 果 と 言 え よ う 。
こ こ で は ， 精 神 発 達 遅 滞 と 診 断 さ れ た 児 に つ い て 保 健 ま た ， 先 に 述 べ た よ う に 転 入 時 に 把 握 で き た 例 が 多 く 含
所 と の 関 わ り を 見 た い ( 表 7)。 診 断 に つ い て は ， 児 童 ま れ る 。 既 に 心 臓 疾 患 を 持 っ て お り ， 保 健 所 で の 関 わ り
相 談 所 ， 病 院 ， 保 健 所 の 児 童 精 神 科 医 に よ る 。 が 少 な い 例 が あ っ た こ と は ， 保 健 所 の 存 在 意 義 に つ い て
昭 和 58年 に は 6 名 で ， 年 々 ， 把 握 し て い る 児 が 出 生 数 イ ン パ ク 卜 を 与 え る 。 こ れ に つ い て は 十 分 考 察 を 行 う 。
( 6 )  
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L
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表 4 b. 発 達 相 談 の 経 過 の 内 容 と 幼 児 精 神 衛 生 相 談 の 紹 介 理 由 一 昭 和 60年 生 ま れ の 児
表 の 語 句 の 説 明 は 、 表 2 a と 同 線
発 達 相 談 対 象 児 そ の 他 の 例
幼 児 精 神 衛 生 相 談
左 か ら N [  ) 未 来 所 来 所 未 来 所
右 か ら E
} 転 入
1 6 -
16 +  16 - 1 6 +  
o  0  x  
x  0  
。 。 ‘ ×
⑥  ⑤  
2  
口 x 0 ・
[Cp) {MR} ⑧  
①  
3  0 ・0 口 νIR
。 $
{MR} ①  ⑨ ⑨  
4  
o  6 ・ - 0 ・ 0 口
。 。 ⑤  ⑥  
、A
5  ム M R
。 。
. M R  
[Dl) 
① ③  
6  
口 o •  . 。
x ・ ‘
① ⑥  
②  
7  •  x  . 。
×  
[D I] 
8  0 ・ o x  
[D 日 { D I}
①  ①  ①  
9  •  O - x  0・ 口
×  -0  牟ム ② ⑧ ⑪  
③ ⑥  ⑤ ① ⑥  
10 
。 取口 ・ x  - x  
。
⑪  ①  ①  
、〈
1  
。 。 ① ①  ⑥  
12  
0 '0 ・ 0 口
任 ゆ
④  
表 6. 保 健 所 で 援 助 し て い る 児 の 歳 終 的 な 診 断 名
表 5. 3 才 児 健 診 で 経 過 観 察 と な っ た 児 の 内 訳
~ 未 来 児 、 既 に フ ォ ロ ー さ れ て い る 児 は 除 く
(  ) 内 は 、 1 :才 半 健 診 後 に 、 発 達 相 談 対 象 児
和 和 59年 生 ま れ 昭 和 60年 生 ま れ
E守 語 遅 延
12 ( 4 )  13 ( 3 )  
精 神 発 達 遅 延
1  ( 1 )  
2  ( 1  )  
情 緒 の 問 題
3  ( 2 )  
2  (1 )  
多 動
人 見 知 り
4  
2  (  1  )  
発 音 、 構 音 降 ' ; 1 1
1  ( 3 )  8  ( 3 )  
吃
音
1  ( 1 )  
親 子 関 係
3  ( 1  )  2  
湯 面 か ん 黙 、 社 会 面 4  ( 1 )  2  
M B D  
1  ( 1 )  
自 閉 症
さ ら に ， 発 達 相 談 で 中 断 後 ， 未 来 月 rの 例 も あ る 。
先 に 触 れ た が ， 保 健 所 で 十 分 経 過 観 察 を 行 い ， 続 と 協
議 の 上 ， 児 へ の 方 針 を 決 め て 後 送 機 関 に 依 頼 し で も ， 所
精 神 発 達 遅 滞
内 転 入 児
脳 性 ま ひ
内 未 米 所
転 入 児
片 ま ひ
内 転 入 児
ダ ウ ン 症
情 緒 障 害
内
l 才 半 O K
発 相 未 来 所
長 ;t定 遅 れ
他 の 疲 侯 群 、 疾 忠
内 未 来 所
転 入 児
属 す る 行 政 機 関 が 異 な る た め に ， 処 遇 が 思 っ た 方 向 に い 併 用 し た 相 談 も 行 え て い る 。
か な い 2 例 が 含 ま れ て い る 。 保 健 所 と 衝 後 な 速 機 を 持 つ (8)  大 学 の 親 子 教 室 と 保 健 所
昭 和 59年
6  
( 4  )  
3  
(  1  )  
(  1  )  
2  
(  2  )  
(  1  )  
( 4 )  
昭 和 60年
7  
( 2  )  
(  1  )  
。
。
4  
( 2 )  
(  2 )  
。
6  
( 3 )  
後 送 の 専 問 機 関 で の 処 遇 の 場 合 に は 効 果 も 期 待 で き る の 保 健 所 で の 言 語 指 獄 ・ 相 談 を 始 め て か ら . 単 な る 指 導
と 大 き な 途 い が あ る 。 も ち ろ ん . 保 健 所 で の 発 j童 相 談 の の 協 と し て で な く ， 受 け 皿 と し て の 集 団 の 必 要 性 を 感 じ ，
役 割 は 後 送 機 関 へ の 紹 介 だ け で な く ， 他 の 機 関 ， 施 設 と 大 学 で の 叙 子 教 室 を 開 催 し た 。 そ の 成 果 に つ い て は 述 べ
( 7 )  
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た 6 - 8 ) 。 今 回 の 対 象 児 は 大 学 の 教 室 の l 期 か ら 4 期 に わ
た る 出 席 者 を 含 む 。 プ レ イ セ ラ ピ ー 的 に 親 子 教 室 ， 母 子
適 所 を 考 え る 場 合 も あ る が ， 我 々 は そ の よ う に 運 営 し て
い な い の で ， 親 子 教 室 を 選 択 す る か ど う か は ， む し ろ 保
健 所 で の 発 達 相 談 と の 関 係 に 関 連 す る 。 両 年 の 参 加 児 ，
不 参 加 児 別 に 示 し た ( 表 8 ) 。 参 加 の 意 志 は 親 の 考 え ・
姿 勢 に よ る 部 分 が 大 き い が ， 保 健 所 側 の 配 慮 に よ っ て も
変 わ る の で 考 慮 す べ き で あ る 。 な お ， 親 子 教 室 で 知 能 が
表 7 . 精 神 発 達 遅 滞 と 診 断 さ れ た 児 の 保 健 所 と の 関 わ り
昭 和 59年 生 ま れ
保 健 所 の 発 達 相 談 か ら 児 童 相 談 所 へ
保 健 所 の 発 達 相 談 と 保 育 所 ( 母 仕 事 で 親 子 教 室 不 参 加 )
転 入 時 に 保 健 婦 の 面 接 で 把 握 ( 4 名 )
昭 和 60年 生 ま れ
保 健 所 の 発 達 相 談 か ら 親 子 教 室 、 児 童 相 談 所 へ
保 健 所 の 発 達 相 談 か ら 小 児 セ ン タ ー 、 療 育 セ ン タ ー へ
保 健 所 の 発 達 相 談 中 断 後 、 保 育 所 の 入 所 時 に 把 握
保 健 所 の 発 達 相 談 中 断 後 、 3 才 時 健 診 で 再 度 把 握
保 健 所 の 発 達 相 談 か ら 親 子 教 室 紹 介 も 利 用 せ ず
心 臓 疾 患 を 持 っ て お り 、 他 の 病 院 で 治 療 中 ( 2 名 )
転 入 時 に 保 健 婦 の 面 接 で 把 握 ( 2 名 )
延 び る と い う 発 想 で な く ， 親 子 教 室 を 通 じ て ， 親 が 十 分
子 供 を 見 直 す チ ャ ン ス を 与 え ， そ の 後 ， 地 域 に 親 子 が と
け 込 ん で い く の を 目 的 と す る 。 こ れ は ， 健 診 に 対 す る 筆
者 の 主 張 叫 に 通 じ る 点 で あ り ， 単 な る ス ク リ ー ニ ン グ
と そ の 事 後 指 導 と は 考 え て い な い 。 し か し ， こ の よ う な
場 を 用 意 し な い で ， 言 語 発 達 の 経 過 観 察 を 行 っ て い た 時
期 2 ) と は あ き ら か に 異 な り ， 昭 和 60年 に は 親 子 教 室 の 利
用 者 も 増 え て い る ( 表 8 ) 。 現 在 の 社 会 で は ， 単 な る 指
導 が 必 要 な の で な く ， 実 際 の 場 を 提 供 す べ き で あ る 。 現
状 で は ， 親 子 教 室 の 事 業 は 保 健 所 独 自 で は 用 意 で き な い
が 8 ) そ れ な く し て ， 保 健 所 で 言 語 発 達 の 経 過 を み る に
は 困 難 で あ ろ う 。
(9) い く つ か の 症 例 の 検 討
数 と し て 分 析 で き な い 内 容 に つ い て ， 以 下 ， い く つ か
の ケ ー ス を 紹 介 し た い 。
ケ ー ス 1
多 く の 発 表 に あ る よ う な モ デ ル 的 な ケ ー ス で あ る 。 保
健 所 で 言 語 発 達 の 遅 れ を 指 摘 さ れ ， 本 大 学 の 親 子 教 室 に
参 加 し ， 言 語 発 達 に 影 響 し て い た 親 子 の 問 題 ， 育 児 上 の
問 題 ， 仲 間 の 問 題 が 解 消 で き ， そ の 後 の 発 達 は 遅 れ を 取
り 戻 し ， 地 域 社 会 に も ， と け 込 ん で い っ た 。 さ ら に ， 次
子 で は ， 問 題 を 指 摘 さ れ る 事 は な か っ た 。 言 語 発 達 の 遅
表 8. 大 学 の 親 子 教 室 紹 介 後 の 参 加 し た 児 と 参 加 し な い 児 の 保 健 所 と の 関 わ り
昭 和 同 年 生 ま れ
参 加 児
H 児
3 才 児 正 常
D 児
幼 児 精 神 衛 生 相 談 利 用
M 児
1 /  
不 参 加 O 児
3 才 児 正 常
H 児
1 /  
C 児 幼 児 精 神 衛 生 相 談 未 来 所 ( 発 達 遅 延 ? )
S 児
昭 和 60年 生 ま れ
参 加 児
E 児
3 才 児 正 常
O 児
Y 児
F 児
幼 児 精 神 衛 生 相 談 利 用
Y 児
1 /  
T 児
幼 児 精 神 衛 生 相 談 未 来 所 ( 大 学 で 経 過 観 察 中 の た め 〉
F 児 親 子 教 室 中 断 後 、 児 童 相 談 所 へ ( 精 神 発 達 遅 滞 )
不 参 加 児 Y 児 3 才 児 正 常
T 児
3 才 児 健 診 未 来 所
S 児
3 才 健 診 後 に 、 児 童 相 談 所 へ ( 精 神 発 達 遅 滞 )
T 児
幼 児 精 神 衛 生 相 談 で 軽 度 発 達 遅 延
そ の 後 、 保 健 所 の 親 子 教 室 に 参 加
( 8) 
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?
?
?
?
?
?
? ?
れ の 場 合 に ， 第 1 子 の 場 合 に は ， 母 子 の み の 生 活 も 多 く ，
育 児 上 の 不 安 が 多 い 。 保 健 所 で ・ は も ち ろ ん ， 相 談 も 行 っ
て い る が ， 回 数 の 多 い 親 子 教 室 で さ ら に ， 援 助 で き た 。
ス ク リ ー ニ ン グ 機 関 が 単 に ス ク リ ー ニ ン グ に と ら わ れ ず ，
し か も ， 後 送 機 関 た る 援 助 施 設 が 有 機 的 に 連 携 を 持 て た
例 と 考 え る 。
ケ ー ス 2
本 児 自 身 に は 問 題 は 少 な い が ， 兄 の 端 患 の た め に ， 親
子 の 関 係 が 希 薄 で あ っ た 。 言 語 発 達 の 経 過 観 察 を 通 じ て
そ の 点 が は っ き り で き ， 休 み が ち で あ る が 親 子 教 室 に 参
加 し て ， 兄 と 離 れ た 場 で ゆ っ く り と 母 子 の 関 係 が 護 え ら
れ た と 考 え ら れ る 。 も ち ろ ん ， こ こ で 重 要 な の は ， 兄 の
疾 病 の 相 談 に の り な が ら ， し か も ， 次 子 へ の 援 し 方 も 含
め て ， 両 方 の 児 に 具 体 的 に ア ド バ イ ス が 与 え ら れ た 点 で
あ る 。 疾 病 ， あ る い は 障 害 を 持 つ 児 の 次 子 に ， い わ ゆ る
情 緒 的 な 問 題 を 呈 す る こ と が あ る が ， 今 回 の よ う に 次 予
か ら の ア プ ロ ー チ で ， 逆 に 長 子 に よ い 影 響 を 与 え る こ と
が あ る 。 似 た ケ ー ス と し て ， 脳 性 麻 療 の 児 の 訓 練 に 追 わ
れ て 次 子 の 言 語 発 達 遅 延 を き た し た 児 へ の ア ド バ イ ス の
お か げ で ， 逆 に ， 母 親 が ど ち ら の 子 ど も に も ゆ と り を 持 っ
て 接 す る こ と が 出 来 た 例 を 経 験 し て い る 。 そ の よ う に
児 を 取 り 囲 む 環 境 を そ れ ぞ れ に 十 分 把 握 す べ き で あ ろ う 。
ケ ー ス 3
本 症 例 は ， 発 達 相 談 中 断 例 で あ る 。 保 育 所 申 請 時 に 精
神 発 達 遅 滞 を 指 摘 さ れ て い る 。 保 健 所 で 把 復 し き れ な か っ
た ケ ー ス で あ る 。 保 育 所 入 所 後 は ， 相 談 機 関 と の 関 連 も
少 な く な っ て い る 。 多 く の 場 合 に は ， 措 置 後 も 保 健 所 な
ど で 援 助 で き る こ と も 多 い こ と を 考 え る と ， 発 達 栴 談 中
断 を き っ ち り と フ ォ ロ ー し た い ケ ー ス で あ る 。 中 断 例 に
は ， 時 聞 が な い ， 心 配 が 解 消 と い う 例 が 多 い が ， そ の 中
に 遅 れ を 認 め た く な い ， と い う 理 由 も 見 ら れ る 則 。 ど
う し て も ， 健 診 で は ス ク リ ー ニ ン グ 的 な 対 応 に な ら ざ る
を 得 な い 部 分 も あ る が ， 経 過 観 察 的 な 対 応 が 多 い と そ の
よ う な 例 を 経 験 す る 。
ケ ー ス 4
本 ケ ー ス は ， 発 達 相 談 で 継 続 し て 経 過 観 察 し て お り ，
保 健 婦 の 訪 問 と も 密 接 な 連 携 を と っ て ， 後 送 機 関 へ 措 置
し た ケ ー ス で あ る 。 一 次 機 関 と し て の 役 割 で い う と ， 十
分 で あ る が ， 後 送 機 関 の 指 霞 が 保 健 所 の 希 望 と 異 な っ た
ケ ー ス で あ る 。 精 神 発 達 面 は 法 律 的 に も 児 童 福 祉 法 の 適
応 と な る こ と が 多 く ， 後 送 機 関 と は 所 轄 の 違 い ， 定 期 的
な 協 議 が な い な ど の た め と 考 え ら れ る 。 筆 者 の 行 っ て い
る 親 子 教 室 へ の 紹 介 の ケ ー ス は ， 期 待 で き る 効 果 ， 親 の
思 い が 一 致 し て お り ， そ れ は ， 保 健 所 で の 経 過 観 察 を 通
じ て 築 き 上 げ た も の で あ る 。 後 送 機 関 で は そ れ が 途 切 れ
て し ま う の と 対 照 的 で あ る 。 一 次 機 関 で の ジ レ ン マ を 提
起 し て い る 。
ケ ー ス 5
転 入 時 に 言 語 発 達 の 心 配 を 訴 え ， そ の 後 ， 発 達 相 談 で
フ ォ ロ ー 出 来 た ケ ー ス で あ る 。 転 出 の 場 合 に は フ ォ ロ ー
が 途 切 れ る 場 合 も あ り ， 移 動 の 激 し い 都 会 型 の 保 健 所 で
は よ く 遭 遇 す る 現 象 で あ る 。 保 健 所 に よ る サ ー ビ ス の 違
い は 傷 つ て は な ら な い が ， 先 に 述 べ た よ う に 実 際 に は あ
る 。 そ こ に 内 在 す る 問 題 は 大 き い 。
ケ ー ス 6
本 例 も 転 入 ケ ー ス で あ る が ， 転 居 に よ る 環 境 的 な 要 因
で 発 達 遅 滞 を 来 し た が ， 転 入 時 に 把 握 し， 保 健 所 で の フ ォ
ロ ー ， 親 子 教 室 へ つ な い だ ケ ー ス で あ る 。 先 の 保 健 所 で
は フ ォ ロ ー さ れ て い な く ， サ ー ビ ス の 途 L 、 が 良 い 方 へ 働
い た ケ ー ス で あ る 。 も ち ろ ん ， 転 出 の ケ ー ス で も そ の よ
う な 例 は 有 る と 考 え て い る 。 ま た ， 保 健 所 で l 才 半 時 点
で は 特 に 問 題 を 指 摘 さ れ て い な い が ， 2 才 頃 か ら 言 語 発
達 が 停 滞 し ， 大 学 病 院 で 相 談 を 受 け る ケ ー ス を し ば し ば
経 験 す る 。 そ の よ う な ケ ー ス と 併 せ て ， 健 診 で 幅 広 く 保
健 所 で 言 語 発 逮 の 相 談 を 行 っ て い る こ と を 示 す こ と で よ
り 住 民 の 近 い 機 関 で の サ ー ビ ス が 可 能 と 考 え 1 才 半 健
診 で は そ の 後 の 目 安 の 呈 示 と ， 利 用 し や す い 健 診 の ス タ
イ ル を 検 討 し て い る 。
ケ ー ス 7
発 達 相 談 で の 経 過 観 察 後 ， 親 子 教 室 を 紹 介 し た が 親 の
仕 事 の た め に 不 参 加 で あ っ た ケ ー ス で あ る 。 そ の 後 ， 保
育 所 に 通 所 す る だ け で な く ， 定 期 的 に 保 健 所 で の 指 導 が
行 え て お り ， 後 送 機 関 の 機 能 の 足 り な い 部 分 を 保 健 所 で
補 え た 例 で あ る 。 後 送 機 関 に 措 置 し た ら ， 保 健 所 の 役 割
が 終 わ る の で は な い 。
ケ ー ス 8
本 ケ ー ス は ， 1 :才 半 か ら 経 過 観 察 を 行 っ て き た が 大 学
の 親 子 教 室 を 拒 否 し た 。 そ の 後 ， 発 達 相 談 は 中 断 し た が ，
3 才 児 健 診 で 把 握 さ れ た 。 そ の 頃 に は ， 保 健 所 で 親 子 教
室 を 開 催 し て お り ， そ ち ら に は 参 加 し ， 軽 度 発 達 遅 滞 で
あ る が ， 地 繊 の 社 会 で と け こ ん で い る 。 後 送 機 関 が 特 殊
と い う イ メ ー ジ に 対 し て ， 保 健 所 な ら 可 能 と い う ケ ー ス
の 例 で あ る 。
ケ ー ス 9
発 達 相 談 で 経 過 観 察 で 特 に 問 題 が な か っ た が ， 入 園 と
同 時 に 情 緒 不 安 を き た し た 。 保 健 所 で の 相 談 を 経 験 し て
い る の で ， 言 葉 以 外 の 面 で の 相 談 で 利 用 し た ケ ー ス で あ
る 。 地 峨 に お け る 保 健 所 の 位 置 づ け を 示 す 例 で あ っ た 。
ケ ー ス 10
既 に 心 臓 疾 患 で 病 院 を 受 診 し て お り ， 運 動 ， 言 語 発 達
(  9  )  
- 240 -
人 間 福 祉 学
と も に 遅 れ が 指 摘 さ れ て い る 。 本 例 の よ う な 場 合 に は ，
病 院 の 指 導 も 異 な る が . 保 健 所 を 利 用 し な い 場 合 が 多 い 。
本 例 の よ う な 経 験 を し て ， 何 が 保 健 所 で 可 能 だ ろ う か ，
と い う 問 題 を 考 え さ せ ら れ た 。 そ の 後 ， 言 語 の 指 導 ・ 相
談 は 特 殊 な 内 容 で な く ， 疾 病 が あ っ て も 発 達 遅 延 が あ っ
て も 同 じ 姿 勢 で 行 う よ う に し て い る 。 現 在 は 疾 患 の 有 無
に 関 わ ら ず ， 発 途 上 の 援 助 を 行 う ケ ー ス が 憎 加 し た 。
考 察
乳 幼 児 期 の 言 語 発 逮 に 3 つ の 重 要 な 要 因 ， 児 自 身 ， 親
子 の 関 わ り ， 社 会 ( 仲 間 ) と の 関 わ り を 筆 者 は 考 え て お
り ， そ れ に 基 づ く 指 導 な ど を 行 っ て い る の で ， そ の 点 か
ら 考 察 を 試 み た い 。 こ の 3 つ の 要 因 は ， 人 間 が 社 会 生 活
を 行 う の を 習 得 し て い く 過 程 で 順 次 関 わ っ て い く 。
児 自 身 で 言 う と . 村 井 叫 の い う 障 害 児 に 対 す る ケ ア ー
は 参 考 に な り ， 多 く の 後 送 機 関 で 取 り 組 ま れ て い る 。 そ
れ に 呼 応 す る よ う に ， 保 健 所 で の 健 診 が 脳 性 麻 簿 (運 動
発 達 上 の 問 題 ) か ら ， い わ ゆ る 精 神 発 達 遅 滞 児 の 早 期 発
見 に 重 点 が 移 っ て き た 点 に 関 連 す る 問。 そ の よ う な ス
ク リ ー ニ ン グ に つ い て は ， 既 に 1 才 半 健 診 か ら 行 わ
れ 1 5 - t 6 ) 精 神 発 達 に 関 連 し て l 才 半 健 診 で の 言 語 に 関
す る 研 究 は ， 既 に 過 去 の も の と な り つ つ あ る 。
と こ ろ で ， な ぜ ， ス ク リ ー ニ ン グ す る の か 。 こ の 点 に
つ い て 考 え た い 。 日 本 で は 上 回 ら に よ る 縦 断 的 な 検
討 叫 が あ り ， Meiseis 凶 ら の 予 後 の 予 想 に 関 す る 研 究
も 参 考 に な る 。 彼 ら は ， 予 後 を 予 想 、 で き る か ど う か に つ
い て は ， 問 題 が 多 い と し て い る 。 特 に ， い わ ゆ る 公 衆 衛
生 約 な 偽 陽 性 偽 陰 性 の 面 か ら 述 べ て い る 。 発 達 検 査 あ る
い は 質 問 紙 法 に よ る 比 較 を 行 っ て い る 。 日 常 で も よ く 経
験 す る こ と で あ る が (今 回 の 結 果 で も 出 て い る )， 最 初
の 評 価 と 後 の 評 価 が 異 な っ て い る 。 筆 者 も 最 初 の ス ク リ ー
ニ ン グ は ， 必 ず し も 将 来 を 予 想 す る も の で は な い と 考 え
る 。 で は . な ぜ あ え て ， ス ク リ ー ニ ン グ を 行 う か 。 こ の
点 に つ い て ， 筆 者 な り に 考 察 を 進 め た い が ， 多 く の 発 表
で は 附 ' 評 価 が 異 な ら な い よ う に い か に ス ク リ ー ニ ン
グ 精 度 を あ げ る か に 固 執 し て い る 。 保 健 所 の 二 次 健 診 ，
後 送 機 関 と の あ り 方 に つ い て も 報 告 さ れ ， 精 神 発 達 遅 滞
と 診 断 さ れ る 場 合 に ， ど こ で 把 握 さ れ た か ， 適 切 な 機 関
に 紹 介 し た か ， と い う 観 点 で 評 価 が さ れ る 。 そ の 精 度 を
も と め る 研 究 に 対 し て ， 筆 者 は 疑 義 を は さ み た い 。 ス ク
リ ー ニ ン グ で は 偽 陽 性 ， 偽 陰 性 は っ き も の で あ る と 割 り
切 り ， む し ろ ， そ れ を 踏 ま え た 対 応 を 行 う こ と が 肝 要 で
あ る と 考 え る 。 つ ま り ， 選 び 出 さ れ た 人 も 選 び 出 さ れ な
い人へも同じ~勢で対応すべきであろう。 スクリーニン
グ さ れ た 人 へ の 対 応 に つ い て は 北 島 ら 1η の 研 究 は 参 考
( 1 0  )  
に な り ， 十 分 承 知 す べ き で あ ろ う 。 こ こ で ， 健 診 ス タ ッ
フ の 姿 勢 と は 別 に 選 択 方 法 そ の も の に つ い て ， 少 し 参 考
ま で に 触 れ る 。 村 井 ら は 11) 発 達 遅 延 と い う 稜 昧 な 判
断 を よ り 人 間 の 感 情 に 合 う よ う な 評 価 を 行 お う と し て い
る 。 そ の よ う に 同 じ 選 択 と い う 続 念 で も ， 異 な っ て い る
の で ， 多 か れ 少 な か れ ス ク リ ー ニ ン グ を 課 さ れ た 我 々 の
選 択 の 方 策 と し て は ， 検 討 す べ き 内 容 も 含 ん で い る 。
さ て ， 最 近 の 研 究 課 題 と し て ， 経 過 観 察 を 行 っ て い る
児 に 対 す る そ の 後 の 事 後 指 導 と し て の 親 子 教 室 の あ り 方
に 焦 点 が 変 わ っ て き て い る 。 運 動 発 達 に 比 べ ， 社 会 と の
関 連 が 強 い 為 に ， 仲 間 関 係 と し て の 育 児 上 の 要 求 か ら も
必 要 が 高 ま っ て き て い る 。 利 益 団 体 に よ る 幼 児 教 室 の 過
熱 ぶ り は す ご く ， そ の 問 題 点 が 研 究 発 表 さ れ た 則 。 し
か し 親 子 教 室 は ， 一 方 で 一 次 健 診 に お け る ス ク リ ー ニ ン
グ 機 関 と し て 考 え ら れ る 保 健 所 の 正 規 の 事 業 に は な り に
く い 。 そ の 中 で 今 後 の 保 健 所 の あ り 方 を 巡 っ て ， 所 内 事
業 と し て 取 り 組 ま れ る よ う に な っ た 則。 我 々 も ， 大 学
で の 付 属 施 設 で の 教 室 だ け で な く ， 大 学 の 援 助 と し て 保
健 所 の 現 場 で 行 っ て い る 的。 大 阪 市 な ど の よ う に 都 会 だ
け で な く ， 僻 村 に お い て も 問 題 は 深 刻 で あ り ， 衣 姿 の 報
告 は 非 常 に 重 要 で 参 考 に な る 冊 。 そ こ で は ， 筆 者 同 様
に 単 に 精 神 発 達 上 の 問 題 だ け で な く ， 健 診 の シ ス テ ム ま
で 関 わ っ て 考 察 を 行 っ て い る 。 親 子 教 室 の あ り 方 を 巡 る
以 前 の 問 題 と し て ， 一 方 で 児 自 身 以 外 に 環 境 的 要 因 が 与
え る 影 響 に つ い て も 13 一川 ， 研 究 さ れ て い る 。
親 子 教 室 に つ い て の 意 義 を 考 え る と ， 筆 者 の 考 え て い
る の は プ レ イ セ ラ ピ ー 的 発 想 で は な い 。 今 回 の 結 果 で も
示 し た よ う に ， 親 子 の 関 わ り を 提 供 す る 場 で あ る 。 そ こ
に ， 単 な る 親 子 だ け で は 不 十 分 と な り が ち な 仲 間 関 係 を
提 供 す る こ と で ， よ り 客 観 的 に 見 る こ と が で き ， し か も ，
具 体 的 に 場 を 提 供 で き る と 考 え て い る 。 保 健 所 で の 健 診
も 同 様 に 考 え て お り ， 仲 間 関 係 の あ る 親 子 に ま で 親 子 教
室 は 必 要 で は な い 。 む し ろ ， そ の 場 合 に は 逆 に ， 個 別 で
対 応 す る 方 が よ い 効 果 が 得 ら れ る 。 親 子 関 係 に つ い て は
筆 者 が 委 託 し て 行 っ た 研 究 で 次 の 点 が 示 さ れ た 則。 子
ど も 自 身 が 出 し て い る サ イ ン ( 一 種 の 言 語 と 考 え る 〉 を
親 が ど れ だ け 気 が 付 い て い る か が ， そ の 後 の 言 語 獲 得 の
キ ャ ッ チ ア ッ プ を 決 め る 。 こ れ に つ い て は ， 不 十 分 な プ
レ デ ー タ で あ る の で ， 平 均 的 な 集 団 を 対 象 に 現 在 再 検 討
を 行 っ て い る 。 こ れ は ， 親 子 教 室 で 我 々 専 門 家 が 捉 え た
児 の 表 現 を 母 親 に 具 体 的 に 示 す と い う ア ド バ イ ス が 有 効
で あ る 点 に も 関 係 す る 。 逆 に 言 え ば ， も っ と 早 期 に 子 ど
も の 表 出 し て い る も の に 親 を 気 づ か せ る こ と が 出 来 れ ば
予 防 的 な 効 果 を 得 ら れ る か も 知 れ な い 。 も ち ろ ん ， 最 初
に 述 べ た 児 自 身 の 要 因 が 絡 む 。 し か し ， 親 子 教 室 が 言 語
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発 達 遅 延 の 児 に の み 必 要 か と い う と ， そ う で は な L 、。
現 在 行 っ て い る 保 健 所 で の 親 子 教 宅 で は 叫 ， 本 来 な ら
対 象 と な ら な い 児 へ の 怠 義 を 報 告 し た 。 こ れ が ， 現 在 ，
厚 生 省 な ど で 検 討 さ れ て い る 問 地 域 に お け る 育 児 ネ γ
ト ワ ー ク に 関 連 す る 。 つ ま り ， 逆 に 言 え ば ， 言 語 障 害 の
有 無 に 関 わ ら ず ど の 子 に と っ て も ， 地 峻 で 生 き る た め の
手 段 は 変 わ り 無 い が ， そ の 機 会 が 希 薄 で あ る の で ， 保 健
サ イ ド で 準 備 を し て い る と 考 え ら れ る 。 こ れ は ， 療 育 が
ど の 子 に と っ て も 必 要 な 発 途 上 の 援 助 手 段 で あ る と い う
主 張 と 基 本 的 に は 同 じ で あ る 。 以 上 の よ う に 地 援 に お け
る 位 置 づ け = 仲 間 関 係 と 捉 え ら れ よ う 。 今 固 ま で の 経 験
を も と に ， 昭 利 60年 以 降 の 対 象 の 児 に は ， 7 ヶ 月 時 点 で
親 子 の 関 わ り を 予 防 的 に 意 識 付 け す る 以 外 に ， 仲 間 関 係
に つ い て も 調 査 を 行 っ た が ， 有 怠 lこ 1 :才 、 ド 健 診 で の 発 語
数 に 差 が 出 て お り ， 乳 児 期 で あ っ て も 仲 間 関 係 が 必 要 な
こ と を 報 告 し た 判。 現 在 ， 1 才 、 ド 以 降 に つ い て は ， 大 学
の 研 究 機 関 と い う 特 殊 性 を 少 な く す る 怠 図 と 言 語 発 達 遅
延 以 外 の 児 ま で 自 由 に 参 加 で き る よ う に 保 健 所 で の 親 子
教 室 を 開 催 し て い る 的 。 し か し ， ま だ ， 乳 児 期 の 取 り 組
み に つ い て は 行 っ て い な い 。
残 さ れ た 問 題 に つ い て 触 れ る と ， 大 阪 市 の 保 健 所 で は
l 才~健診での言語発達の経過観察についてはガイドラ
イ ン が あ る も の の 叫 り ， 実 際 の 運 用 は 保 健 所 に よ っ て 異
な る 。 ま た ， 厚 生 省 が 1 才 半 健 診 で 心 理 の 充 実 を 発 表 し
た が ， 心 理 面 で の 立 ち 遅 れ は い な め な い ( 常 勤 の 心 理 専a
門 駿 は 保 健 所 に な い ) 。 筆 者 も 大 学 の 協 力 が あ っ て 初 め
て 行 え た 研 究 で あ り ， 今 回 も 十 分 に 心 毘 的 な 洞 察 ま で 行
え て い な L 、 。 そ の よ う な 事 後 の シ ス テ ム の 問 題 以 外 に ，
た と え シ ス テ ム 的 に 充 実 で き て も . 今 回 も 報 告 し て い る
よ う な ， 保 健 所 の 対 応 に 十 分 動 機 づ け の 出 来 な か っ た ケ ー
ス も あ る 。 も ち ろ ん ， 社 会 に 生 き る 一 員 と し て の あ り 方
に は 千 差 万 別 で あ る が 。
以 上 ， 首 語 発 達 の 3 つ の 要 因 か ら 事 者 の 行 っ て い る 保
健 所 に お け る 言 語 指 導 の 実 践 か ら ， 健 診 (発 達 相 談 ) に
つ い て の JT察 を 試 み た 。 言 語 発 達 は 児 自 身 の 課 題 で な く ，
社 会 生 活 に 必 要 な 課 題 で あ り ， そ の 点 が 保 健 所 で 援 助 て ・
き る 内 容 と 考 え ら れ る 。 そ し て ， 保 健 所 で の 言 語 発 達 に
関 す る 媛 助 ， 経 過 観 察 は 児 自 身 の 問 題 に の み 捉 わ れ ず ，
親 子 の 問 題 . 仲 間 の 問 題 に 目 を 向 け ， あ く ま で 縦 断 的 な
流 れ の あ る 健 診 シ ス テ ム で あ り ， 親 に 子 ど も を 見 直 す チ ャ
ン ス を 提 供 で き る と も の で あ る と 与 え て い る 。
要 約
大 阪 市 の 保 健 所 に お け る 発 達 相 談 (二 次 健 診 ) で 言 語
指 導 を 行 っ た 。 言 語 発 達 に 関 す る 経 過 観 祭 を 分 析 し た 。
(  1 )  
l 才 、 ド か ら 3 才 で の 評 価 を も と に 全 体 的 な も の と 個 々 の
児 を 分 析 し た 。 大 学 で の 親 子 教 室 と 併 せ て 言 語 指 導 の 意
義 は 単 に 児 自 身 の 発 達 の 問 題 を 指 摘 す る だ け で な く . 親
子 関 係 ， 仲 間 関 係 を 改 善 し て い く 事 で あ る と 結 論 で き た 。
本 論 文 の 要 旨 の 一 部 に つ い て は ， 第 37回 日 本 小 児 保 健
学 会 ( 1 990) ， 神 奈 川 で 発 表 し た 。
稿 を 終 え る に あ た り ， 阿 倍 野 保 健 所 長 を は じ め ， ス タ ッ
フ の 方 に 感 謝 し ま す 。 ま た ， 言 語 発 達 面 で 御 教 示 頂 い た ，
発 達 臨 床 心 理 学 の 岩 堂 美 智 子 先 生 に 感 謝 致 し ま す 。
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S u m m a r y  
I  described the pratical approaches o f  fol1 o w  examination in A b e n o  Health C e n t er. It is necessary for speech 
delayed children to prepare the advices a n d  the mother-child counseling group. 
( 1 2  )  
